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町
で
は
、
町
の
将
来
像
や
目
標
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を
掲
げ

る
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し

た
。 

 

平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す
る
次
期

総
合
計
画
づ
く
り
は
、
平
成
20
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
「
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
く
た
め
、

30
名
で
組
織
す
る
「
総
合
計
画
検
討
会
議
」

を
設
置
し
、
第
１
回
目
の
会
議
を
１
月
24

日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
、
委
員
を
代
表
し
て
伊
藤
祐

介
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
そ
の
後

総
合
計
画
の
概
要
と
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
や
総

合
計
画
の
位
置
付
け
な
ど
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。 

 

続
く
第
２
回
目
の
会
議
は
、
２
月
21
日

（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
町
長
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
人
口
減

少
が
進
む
中
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
に

つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

       

 

続
い
て
、
会
長
・
副
会
長
の
選
任
を
行
い
、 

委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
互
選
の
結
果
、
会

長
に
秦
千
代
栄
委
員
（
さ
ゆ
り
が
丘
）
、
副

会
長
に
紫
藤
眞
理
子
委
員
（
下
野
尻
）
と
津

川
由
紀
委
員
（
西
原
）
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 
 

       

そ
の
後
、
労
働
人
口
な
ど
の
統
計
数
値

を
確
認
し
た
り
町
の
地
域
資
源
や
良
い
と

こ
ろ
、
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
で
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
し
て
町
の

現
状
に
つ
い
て
共
有
を
し
ま
し
た
。
次
回

は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
「
将
来
ど
の

よ
う
な
町
に
な
っ
た
ら
い
い
か
」
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

今
後
、
月
に
１
～
２
回
会
議
を
開
催
し
、

役
場
内
で
の
計
画
づ
く
り
の
作
業
の
中
心

と
な
る
「
総
合
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
の
25
名
の
職
員
と
連
携
し
な
が

ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。 ︵

裏
⾯
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︶ 
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次
期
総
合
計
画
の
検
討
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た 

会⻑に選出された秦千代栄委員 

薄町⻑によるまちづくりの講話 



◆
総
合
計
画
の
概
要 

総
合
計
画
は
、
町
の
憲
法
に
位
置
付
け
ら
れ
る

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
で
定
め
ら
れ
た
ま
ち
づ

く
り
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
、
生
活
環
境
や
産
業
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、
教

育
な
ど
、
町
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
町
の
事
業
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
町

の
将
来
像
や
目
標
を
示
す
「
基
本
構
想
」
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
る 

              
 

「
基
本
計
画
」
、
そ
し
て
具
体
的
な
事
業
や
実
施
年

度
、
事
業
費
な
ど
を
定
め
る
「
実
施
計
画
」
の
３

つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
行
の
総
合
計
画
の
期
間
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
31
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
を

取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
平
成
27

年
度
か
ら
は
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
た
め

の
「
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
く
取
り
組
み
が
始
ま
る
な
ど
、
町
の
将
来
像
や

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
改
め
て
検
討

す
る
時
期
が
到
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
行
の
計
画
期
間
の
終
了
を

待
た
ず
、
平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す
る
７
年
間

の
次
期
総
合
計
画
の
基
本
構
想
と
４
年
間
の
前
期

基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
ま
す
。 

総 合 計 画 期 間

H36 H37

H36 H37H31 H32 H33 H34

H31 H32 H33 H34 H35

H35

基本構想 （7年間）

基本計画 （4年間） 基本計画 （3年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

総合計画検討会議委員の皆さん、よろしくお願いします。 （順不同・敬称略） 

伊 藤  優 ⼀（屋 敷）   伊 藤  祐 介（徳 沢）   岩 橋  義 平（中 町） 
⼤⽵ トヨ⼦（ 原 ）   ⼤ 出  伸 男（⼤久保）   ⼩川 美農⾥（安 座） 
折笠 みゆき（５町内）   齋 藤  貴 ⼦（⻄林東）   佐々⽊ 祐⼦（上野尻） 
佐 藤  延 ⼦（宝 川）   紫藤 眞理⼦（下野尻）   杉 原  ⾠ 徳（松 尾） 
鈴⽊ 百合⼦（⼭ ⼝）   武 樋  孝 幸（⼤⾈沢）   津 川  由 紀（⻄ 原） 
仲 川  久 ⼈（呼 賀）   橋 ⾕ ⽥  淳（２町内）   ⻑⾕川タケ⼦（下野尻） 
秦  千 代 栄（さゆりが丘）   布 施  慶 久（５町内）   星  享 ⼦（４町内） 
星  敬 介（上野尻）   星  光 輔（４町内）   本 間  義 治（⻄ 林） 
室 賀  英 之（萱 本）   簗 ⽥  新 ⼀（松 尾）   ⼋ 幡  修 ⼆（芝 草） 
⽮ 部  佳 宏（中ノ沢）   渡 部  晋（縄 沢）   渡 部  照 幸（⿊ 沢） 

総合計画づくりのスケジュール 

平成 30 年 
1 ⽉    「総合計画検討会議」、「役場プ

ロジェクトチーム」を設置 
2〜11 ⽉ 検討会議とプロジェクトチー

ムが連携した検討作業 
11 ⽉   「町⺠懇談会」、「意⾒公募」の

実施 
12 ⽉   町議会へ提案 

平成 31 年 
4 ⽉〜  新しい総合計画によるまちづ

くりがスタート 

前期基本計画(4 年間) 後期基本計画(3 年間) 

 

こ
れ
か
ら
進
め
る
総
合
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
︑町

⺠
の
皆
さ
ん
に
そ
の
経
過
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
︑随

時
﹁
み
ら
い
﹂︵
本
紙
︶
を
発
⾏
し
て
い
き
ま
す
︒ 


